
四
〇
〇
年
ぶ
り
′.

石田
和外氏
が秘
技
を
直
伝

一†JIYノ■･■･.甲
IL
■一
丁'-●､'一
■>F'.1'_1■ハ

7,王叩ハIT■ktI_1T
√tJLこT,L･,L=.I./A
J.1-_t■■■･

■1.(/
■●▲･.I(/
･It･'

ハ
L.

+∫_■書冊]d
と

れ
中
央
R
頚

セ
つ
く
り

_
∴
●
･_
▼
E

J
■

I'
_

l
E

lF

I一lJ
I

r

･.
I
･･
■

t
生の
{
L.
つ
L
t
J

A
ら

く

～

t
･

,;t■
ii
r__

l
r′AIJ._
.
I.･

tで
と

そ
の
什

<
仁

カ
セ

人丸
てJ
h

なれ
JP
し
た

I.

■▲tI▲
､
･
･､
L

･

昭和"年7月"臼

下府民のうζe
， JI t a現在 【舗M月比船
人ロ 261.118人 (688) 

• 官 ault tntl ，.附 〈鯛 》
q 

だ りよ民市良奈第'"号

「τZ二.......示.網悦L吻叩.‘"山.. ， 
泰 2幻tf誌

!杓:詰号主主iH| 

(】)

162) 笹得数 82，68閣 〈#0. 348 

'… 

四
O
O
年
ぶ
り
，
J

石
田
和
外
氏
が
秘
技
を
直
伝

-告
E
a主
主

奈

良

i
s
t童
話

輸
衡
が
固

0
0
余
キ
ぷ
り
品
奈

E
t
!
?巳そ

の宮
品

E
t
t
=

仇
リ

az
f

・

-国

E益
事

の

普

で

tて
目

$
2
25

i
iし
2

--

-
合
わ
せ
の
型
を
後
・
"
す

'g-a図
和
外
氏
ハ
右
V

と
面
川
君
肉
民

ば
百
本
人

ukztf

と

市

中

央

食

事

E
J

E
ま
Z
民
家

2
2

m
E
E担つ
4
2

az
し
れE
a
E
t
t
B
T
 

a宅
、
た
査

E
E

F』
の

官

耳

目

?

と

Z
E
E
-れて
舎

ま
し
た

t
2
3
i
L里

t
i
t
i
i
 

i突
で

さ

E
i

j
i
 

i
f
z
t
t
 

i
で
は
じ
め
て

i

z
i
L
t
Z
Z
F
A
 

J
=、4
Eに
欄
闘

争

1
6
こ
と
に
な
。
.z
Lた

t
E十年
九

H
R
S

i
!
?
 

昭
和
附
十
九
匂
九
円

内

が

臨長
加
藤
氏

副議長
岡
崎
氏

市
議
会
、

役
員
を
改
選

!ii i i 
!i!;1 
25聖ii

!i!i! 
は

E
i
i

健
闘

3
2ら四
人

t

:
伺
!
?
内

5LL略
行
主
主

k

p
開

Z
5
1

L
Lに
e2
車
興
会
で
は
い
と
L
二

月

開

企

画

L

主

主

量

移
の
な
の
に
量
詰

E
E

i
:・一』
1
2

i
t
;
a
k
 

阪
な
ど
主
か

e
f
t
a

4
2
2
2
Eは
i

fしら
ニ
ラ

t
て
宝
住
民
自
u

需
の
型
不
良
で
よ
ら
め
人
た

も

I
E
Z
E
F
E

;
i
 

胞
に

Z
I
-
-
a』包

玉
に
問
腐
の
た
め
右

Z
Z

Sし
た
の
を
里

i
H

t
H
巾
主
主
雪
，
門
P

一i
i
抽
出
i
dJ目

指
市
北
川
山
山
一川
川
山
山
川
一
以
…
川
弘
刈
引
け
い
叶
一
一
い

細
愛知川離

j

j聖

↑
人
年

x
j無関凋
M

!
I
i
i
 

i

i

i

i

 

十
七
匁
六
月
と
目
十
九
毎
月
の
二

5
1明
1
1

2
1
2
j
e
i
 

R
E川町

利
和
氏

劃
掻
長
岡
崎
氏
汰
郎
氏

?じ

E
s
f
L
i

d-

昭島崎輔閉山岨

富
市
長
。

Eで
草

仁

a
き
て
第
一
め
門
下
位
曲
川
脹

i
i
l
6
 

E
Z
F
t
t十
回

t

z
a州
市
長
官
め

t

ita--

i
i
L
L桟
に
じ

Z

M
入
q
t
t
室

L
だ

tと
行
間
氏
は

2
7一

人

2
9
s
Z
L
4は
ど
舎

を
L
a
z
し
九

i】
E
R

2

0
の

B
E
E
t

-
3
b
t
t
 

t品
ら
れ
る
よ

zth

の

1
1
;v

一E
7
一
古
寺
こ
は

じ
芝
生

1i
ば
れ

る

4
4
2
1

tA4

・tyた
I

《み
b
dっ
き
)
を
は
て
剣
載
し
危

F
わ
れ

i
z
Z師

自
付
近
江
主
役
?

を
た
と
伝
え
ら
れ
る
・

理
の
墓
は
向
車
町
じ
き

て
巴
信
基
若
草
主
じ
は

!じ
E
1
s

uo-zも
創
ワ

L
て
L
る

i'.T'I!' .月3園内田発行

-1目2同であ白またをまもる2・
u:交通毘書共済総合へ
~，注たも ぜひどうぞ/

同…良市四一一…・1:1(t~) ，，，，. 

-
E
B
-
-

i
iヨR
m
z

m
金
嗣
庵
般
書
民
M
震
1

殺
前
厚

生

斤

j

i

 

t
-
-
i一子

三

H
1
1
a
fm

内
丙
ノ
取
町



昭和51年7月15日 兼 良 市 民 だ よ り 折348号(2)

ーもJtのたーゝ■d

要望量衰夏雲妻…望騨 ≡ 重 き 讐雪雲孟董 ■+tz);

し～

岬208 榊 ■子 暮控 素TL幽甘9It～午&▲It三言旨,,わ糊 . (帥 .). 氏 4. 住 居 l LF11日近T ㌍ )68̀蒜 Ji㌫ jB井 t 千 把抑 r' ㊨205｡25日 七r Jk- 芸呂笠井 = 石 . 7 ,, 括J- , 馴 - 主 - 午::=還還芸還‰ ≡吉宗 書 芸 招 き立 ∴ 工 三 一ef冶

一一8b ナ T 十1+.L叩 ■ ■ ■ JI= '1丘m ………:; T ≡% ■郡 ㌍ 紺薫 薫 二: 董墓室服 ｣

阜 艮 1 1"慧 呈…設 ～A 聴 真夏誓書薫蓋至芸要潮 差等 葦
董柚 芙聖職 .婁⑳3001㈹t缶でどうぞ

。)

第

!

一千

円》Z±

j

 

別
合
計
補
正
予
算

《償
損
失
飽

i】i
!?
 

j
一

部
館
正
《
W
U台

7
一ニ
一了
R

i

f
f
 

i
1
tる
3に
隠
す
る

za

i
-
-
a
 

i
一

i
i

主
な
議
案

↑
草
署
員

EE他

!

;
 

j
で

EZ
-Vi
i
-

-
f
t
i一
定

;

と

お

り

-
j
i

i
z
f
?与
一
主

i

j
一

i
i
-
f

i
n
e
-
l

i
t
 

i
-
-
p
f
 

内
容
は
費
に
・
に
も
れ
る
心
配

u-e'geんe
一
つ
一
つ
の
開

‘
i
zf
f・

i
i
i
 

分
析
し

i
で
間
2

1固
ま
で
に
必
ず
ど
き

i
ii
 

1
2
2
2
2
B
!
 

;
t
i
i
i
E二

十
阿

Eと習
t
f
f
i
t
-

fペて
F
i
s
t-
z

:
i
i
i
i
i
 

し
て
育
乙
+
六
固
ま
し
奮
し
た
・

鋼1I"34~ 号。
常
任
要
員
企
密
接
貝

聖
書

azsw曾

キ
塁
側

2
4
1

i
!
 

i
i
s
t
 

;
i
L
Z
 

も

1
1

【

1
2量
産

問
主
両
・

3
里

額
放
1

剣
担
制
止
宍
優
陣
也
町
.. 

3三
i
m
f

!
1
1
 

S
S聖
母一
O

間
働
省
禿
西
村
孝
‘
，

a
岡'

Z豊
岡

本
捜

;

谷

:
i
i弓
i
!
 

【

-w厚
生
M
@
浅
川
清

一

。

章
一男
申

a
-a

i
1
E
z
 

e吋

1
1子
重

量

i
J
4
2
 

一一館開i
i
f
 

E
E
;凶
宮

高

利

;
E
i
 

i

i
山

居
者

E
-一
今
回
玄

i
Mi
c
 

e本
槽
実
習
断
夷
絹
本
和

i
i
i
 

i
tEFa 

i
t章
一男

辰
野
-
-
一

今
西
支
一

i
i
 

i
・2
5

1
2
k
 

よだ民T有良奈昭和"年7月"日

敏
育
屡
員
に
吉
井
氏

2
2
j
E
 

!
i
 

E
f
g
E
S
 a

l
i
z
 

--sei
i
 

sて
苦

し
;

今
月
下
旬
に
実
施

回
答
は
来
月
+
日
ま
で
に

寸星
一

Etま早
〈

212は
Ett

e
E
Eです

ー

そ

の

E
K
8

1
2
5・

LIに反
映
し
て

et

;ztその
一
つ
で

E
i
S
1
4
 

て
t
h
-
Z
す
・-Et
+
岡
町
の
様
車

az
-
-

222Eにな
り

t

;
i
i
 

l
i
a
 

F
a長
官

十

両

に

t

J
iの
E
な事

1
1ni
 

f
f、
z
e

i
i
j
 

:
i露
首
化
二

宮

幽

に

よ

る

・

高

喜

E

f
--
Bし
こ

れ
ら
の
士

I
一十
六
回
ご
ろ

f
i
z
 

z入
T
S
L
i

‘3
・!
i
E
 

tT自宅
T
E入

i
i
i
 

Z
EE-aa 

E?
で
返
送
し
て

A

t
・E
君
事
Z
S

衛庁.閥岬目午前叫~午後‘
時.埠町田町.

調世間-.A1<酢午後2時~
‘ .• 

"'"霊園

z
j巳tる
i金
の
喜

に
陽
子
る

書
の
一星
亙

i
i
t
 

i
t
i
 

i
tz 

ZE?
i
s
 

i
s-A7 

闘》i
Etて

鍋
幽
さ
れ
た
柵
開

六

j
i

s酬は
つ

Z
4
4τ

i
i
i
-

-
R反
対
に
闘
す
る
・
闘
・

(害
届za賀
会
付
き

i
!
i
 

i
i
a
 

存
命
審
員
合
付
託
V

下
水
道
処
理

下
ホ
遂
事

区
峻
に
困
戸

's・ん

;
一i
i

i
i
i
 

!
;
 

;
L
td
費

量

p
-

i
i
i
 

i
l
i
 

--;・

E亙歪亙函
...醐-.;!IJl・R午後1ト
3時間 ti噌臨 場開
午前'ト午後榊に 「楠 9・-
rJ -U更します，
.，.岨帥島崎醐).
日温度回叩刊嶋監

山林 家田沢信

鈎回揖劃

今
秋
か
ら
引
上
げ

盟最畠禽

受
給
資
格
者
は
情
求
を

E
i一一一
i
i
i

z露五
一

ZZEE飼わ
れ
た
.

1
i
i
m
;
i
i一書

聖

舎

字

加
入

自

E身
一
告
の
住
で
あ
る
交
を
な
〈
し
母

j
wj
-i
i
!と

盗日目l
掛 ω"掛刷

車些川
問問

老齢.. 島岬附

且

揃 m2l2.250 

信号
&
め幽百合
患
を
し

τ〈
記
害
、
.

;
i
z
 

f
i
-
-

i
2
5
t喜

え
る

-Lと
が
で
き
誓
す
《
刻
表

包

し
か

L
f
t

;
i
t
 

・
に
終
わ
る

の

で

聖

Z時

抗
里
遺
ん
で
〈
官
、
.

も
が
い
る
】

EZ宮
a

Z82ヰ豊
富

さ

れ
る
4

」
と
に
な
噌
て
ぬ
，
す

-Eft-改

雪

れ

て
L
て

aか員
表

t
i
ω
E
 

t
i
-
-e
 

i
-
-
s
 

i
l
n
i
 

zEztgに

1船蜘

術 ω

鰯 働

掛 川

1ぉm

ω 蜘

制御

閣制

5年側州

‘a 陣.年金

人
権
は
犯
さ
れ
M
H
M
M
M

て
い
ま
せ
ん
か
い
H
仏
代

，M
協.舎と，
a
民
営
努
邑
"
が
価値

1
2
2
1
 

i
i
i
 

聖
ご
手
・

ニ

em
-
-人の
人
権

!
i
z
 

aで

!hztk?

i
l
 

-
-
t
m内の

人

!

?

で

す

1
2
8しu

zi
t1
2
 

1
3
入
植
は
み
ん
た

Z

E
W
E主
主

r
z

ん

--ztゃあ
な
た
の
周
辺

で
人
備
を
お
か
さ
れ
て
も
る
孟

う
な
】
L

は
あ
り
ま
ぜ
ん
か
・

t
f匡
i
t

i
;
;
 

2は
fltzょ

4
習に

q
F
Z

仁亙亙三亙亙函

V・W・......岨叫叩
午前情咋制 時土毘聞は正午

まで

y
 

a
n関
愈
で

盲

忽

受

納

@205~ 

@3380 

@0630 

@3040 

."ω 
1T7210 

029H 

012(3 

$7332 

181521 

."・7

議 良市内の人権樋撞"'c康不岡 弘.. ・7
男持

量処"1i:3T伺

回 東口町

あ昆仰I

山 5

拘置明

敵前

岬 I

健E老翁

s・..度予
司F

• -之・s
男

" 
論

• 
雇主

者畏

明

ヲ

本

• 図

• 川• 

賀町

石

a興

上

• • 

じE盃盃E

ロ畑盟
叫
中
町
一
岬
珊

F
(
 

山
醐
冊
刷
醐
雀
醐
軒
説

明

叩
畑
出
制
胡
慨

融

酔

刊

田

畑

田

-g 

E亙亙亘函
衛庁.醐=.JlM2" ~掛目午
前，時~午後‘時
… -..揖日開時~

‘略目
M胸囲醐貝(・酬 l.
一 剛山

"日閥抗日掛柵

"回 羽目8・ ・除失
2羽田物 ..  
Zla a:* WI 

白昼1'''."豆茎亙量
..・醐唱即断午後1ト

・・・.府帥祖師岡4 同年即 時~
惜 捕.土担問日刊

鬼木 m
.直径家事

高liJt-.III

.-.回世
国

見
学
相
つ
ぐi
 

wm託証
新
町
三
笠
中
軍
使
"
に

F
ti
z;
 

隼二

izzf
?

と
ヱ

Eん
で

L1
・塁

Ei--Z工型
車

?
2
2
;
 

ま

L
a
--3
2
F
i
 

zz、
直

る

量

は

E

Eiめ豊
を
筆
え
つ
つ
あ

i
i
R
hL立

ち

i
，
t
Z喜
、
ど
お
L

E
i
-

耳
主
主tzit-

-EEか
ら
そ
な
え
よ
う

之

市
躍

の

E
E
L

i
i
i主

i
i
t--

E
i
i
 

翠
命
昼
の
各
鳩
区
会
長
三
ι

十
人
が

里

Z
士
言
に
は甫

g

t
i
s
-

EazELf-

-干し
ま
し
た
・

-八

i
t事

定
し
て
記

雨

量

見
学
倉

7ti
 

tihTEEで

も
ら

i
色
L

王
手

こ

;
i
i
 

iRiEKE 

-、ez
寸

'0 

2鴎

胤

E 

ro 

“ 
闘

• ロ
m 

関

.. 
回

図

“ 

咽耐寸目

酎置町

首細川

曹九前• 
司E

男

，一郎

• 度.‘ R 
周

石

玄

到賢

• 高
口'.M.....I
BIW:IUt=fj:JU<.日午前仲
刊川幅員 ...費用制

亡璽臣 室豆E
<83001伺
臨合同 咽陣明

暗'榊 帽の写い位四
時し時肝"(Jra".
電.でどうぞ.



i

i
z
B
i
z
-
i
i
t
 

j
Li
szt‘
i
z
-
-
i
 

i
i
!『
i

i

!主
-

i
j
i
E
j
!??
i
 

t
i
i
・2
i
i
tに
BESti

i
i
j
z
k
i
i手
t
i
t

i
-
-
B
j
!
!
i
 

で
す

Z量
fZ4でを
ztq

I .."鴨~1Il.~、. .....1也2内

"."11τ..ご"食.

i
s
p
d
S
E
E
S
 

』耐，.で尚L~'.~:-プ"'円一位相...

I _>>L~" 臨時嘗

ス

nAM
頑
b，百
羽
山

H
b
amも

J
4
0

働
n

議
採
慨
す
耳
障一

a 問....t'~，~. .IU，~l.~岨叩

I ..，1t~ 1::. .…宮崎'"'

ffiiげ んな力合わhiHt

!??!ヨ主主主j

一

I
1
1
E
4
4
s
 

事

EIの
ES32

1
 
i
i人同
i
・

e-22‘
zzν?t 

tYE--3‘
z
 

t
i
z
z
iな

idl'SL:-

zztL吾
3AE9

4nszeる
-ti

t
s
i
?で
t

t
h
i
-
-
z
 

s
l
i
t
f
 

a
p
t
-
2
1
 

4
2
t
2に

tL‘E

か
周

TqTZ22&

ETる・
5tY714

7aキ
ZEE-SL

i
i
iわ

る

-
s
i
T

EE--のす
か

EK書

事‘
J

、に・
2
:
:

;

!

i

 

ztttz露
E

1rilt' 

?
2
1
5
 

i
i
p
-
-

i
i
i
-

T
し
-z
e
F

・EEJUtu-L 

a代
』
ゐ
奥
‘
掬
幡

幽R
S
4

・・
z

aめ
fれ
EL2ろ
SL

i
-
-

ず
・
引
率
し
た

t
主
陪
『
停
留

iし
f
i
j

i
t-
-
L
i
 

b-
-
j
t
 

告

E
，員、

z
tk主

主

=z-3‘t鳥

、
IE伝!!掌ん

f
;

E!ι主犬
i
i。一
:.Ei:&=i!
で

t?Lt a 

，
 



tt
.IJ=V
LL_
l'
J4-,し,Jl
.I=IJ■

LLT､(･･.～-1
t､
､■■･I.･仁.rL:+

r_tJL,

千rrJ_I
･l†

何れサセ■ユ刀に汁*L､この

1,I-'rl･,
_1Ld
_t

L上
.I-1L･
_JL.'hr.

ち稚民の甘さJ'
長

上とpJiFすなわち'又ttでヒモ
J
立ちJHして
冊尺一人
l人q
qL
ホ耗くるrtでこC即q
ZEditFEさんとしており
さ

I

.ll.■■,rrJ
I

.
･

p,t､.I･.Ir_rJ

ptVI･i
■̀
■･i'､
･__-I.■･Iー･･.い
･.･.__r517
･.T･I

rl,JIJ･_､'･-･
ヽ
1･_/_.tI'I'1㌧'.
･
!,
ニ
rJt■■
J=･J,･ト
i,･･t--.･'
.･･tJ
J_～
J;
I■一一

._.Ir▼一_.,■■'■

:
::

緋

…獅

積
極
的
な
心

の
同
和
行
政
を

索郎
が

竺

郎

･1
■■■､▲■▲一

■
l

･tEL._rn.'tI
-I._.iT1-.ヽ･Ir●▲.こ
JIt_I
_.J一)'L■一rJ
,
■
･,･J･_4
'
t

:l
j
'
_

tヽ
t
IB
l
J､Lr､
1.･
JE▲●■一.■一
■一l-
■■4-

●■
∫
_t■
▼-1J
_一.･･'-･･.J-
■●■
I
JI_I

■■Ilれ-_
･Lt1-+
･･t■●t._tIJJL▼{●●
■
.tT

r
1
4
'
_
l
'

r■
h■I

I_/-.4'4一上､トL▲.
●tT
■■jtト■l●ヽ
･･こ
LJL'■●tt●

,-.rJL.
.
.1托,1(●■
ハEL_ヽ
■

める字P轟
丑に);tL-I
i

■■JL蔓

I
I_rT_J1,.1
1.■L

▲､▲
,■,■■.

CtT
Ir一■.1･.

IrV■■●叫tfI
J】_
.㌧7-･J.･ー一tL
)し■-

JJ=_■■
_メ.▲■_
r
f
..r■;l
･,.

iItrftハl
JE_l
′41し･L
■.･P_
_
I

し
.PJ一■■
I.■
.

t■♪-tJt-pLrp･L･

I_l4'_JLr●JJ主
.
tJJEtJ.
Jr∴
,I

i-_
/
1㌧,PZL･11
,
tI二
･-
.

-1'-

∵

1･:/TL.I.:∴

≠
∴
fj緋
什

′･rBい■-
LP
J
_≡
/_一+
:
ハr4'

4
1-
..r一TJ･_･･
lT･■rl･J
･t

l･ヽ●Tr･.1■'いr∩J5
4

-L
r'
'
t■I

JJtまえたか■にぷJつJて
暮して
このEi'の
Eiiや

JIL4l,~小_i.IIt●J_
■tt_J
･-■L
I

JIは.EIる
)と.Qきわわで大切
たしましてもしきりとしたL

tJJ<る.･JtFじJM十.

ます.

T■rII1▲■''T
I_ヽ
▼■■■■●lLzL

で■L..-
)I.,-■･■
■lH
rILノtrP

I■▼JLT■y
tr1.-
･■Iy′■tlA

暮す.そこT,
事■ホヤはiE民ふんなpbFJi卯tこ7Lす

,Jl
tt■
､<ヽ
-,r●..GLI･･.･r/tt･

め
実bして虫pJ･たくすL.めの券Iにとりれんで

JPPすt.
LJJJ'_◆1､tJq
TI
r
■.1･J,

も
莞

七

藍
つかれけられてLfす.

■■■ヽ
,･/▼･T..+..r､
･L.,▲■

′
●_■7_1r.●
◆=TTDJ
t■一丁tJ

L,I.1
,+..+tt･'▼l
P･'

･叩‥･:川…mW=0

･
0

･･･0

い…◎

,C

)
･=･･･
:,･

二

:ii
J
｡.tl
:]
7
1..
;

.

:.
J:

証

..1
,::

L
r
■
'

-.;L･∴
'-_

L

■

f

L

.1
-
■L_i
'
/･J=,･･tl･▲
㌧JL･
t十
･

･_]1_I.･
.L
I_

1-･･IT

H■ヽ
■■I_(.十一
L･･
･IJ_JL'■ttJIr
_二･1
JJL一.■rJLt

qT■■JL_i.;
_■.

4r'=
■■■･_rTir
･･

･･･､-
_JRJL,h
一LtLー■t.I.∵.
.1_
JE■2_r●
h

･′.▲-

T.r
1
■_Lt.'◆
,I_r
乍
■■.t･Jr
■●■｡■
11.･4'
L･
】4,L▼■l十.▲■●

■■lJL･,_■･.･･
I_
■.I-tt1■

●■-■L..J
,.㌔.t
rGL'L
':

■･4'●
LI
r-
i

▼L▲･.,itLI11■JL
'

小疋■1▼J■
●
.
1_
J
L
.

1
.･.･
J
.tr,_
r
･･-
斤
一山川
●●

●L一●tr
-■J.■■

■■
●ti一t,A_I
.+

兼蓋
して/N十

1■,.(.･
<rt

一ヽ.I.__I___.十
▲

.I_}1-日L1...

●

一
一/i.,-ttt1-

,ttJGHL.,
,.tlJ

jz(くtZrつくりtL･<う上-

1ヽ'_._r
Jrr
,

,J
､
･･JZ_

_A,,.,
TJ

hハトh.∵
.▼･
一ヽ
∴

でil(舌
r.'カーt.I
LA

卜yE._■L一●.
,.tr

JILr■L■.rl.･

と+ぴかけてしよす.

r<
こit■J;
p▼t

●′.+'L
_Pt.
I

暮

tLy
L

I

丘人<]っ
て

..

王す.■■_ltl｢
'
■r

H
中
経
円
2
か
J
.
出
土
の
S

■J■
･'

･
'
-
J
...イ

千.<lぞれ杓太･1分でつ*刊し

･･■､■r㌧t.L.7
,
i

1]I■/J▼ThJ.('㌧l,

tt′●ヽ
▲ヽ■t▼､Jr

●)∫-～,ヽ
..+'■▲●LI

I-I

に十十レ//
すでに三上せ

れ■キ
ハ人生んでLJI1すこ

のPLたちけい･pIEli竹林JJれ

さして■サ●iltELに止んでL

JPす.14'LI.

ω 

E
i
i
s
 

f
t
i
i‘
 

『
置
を

T
I陶
』
を
過

失

ESEntt

品
目

@
5
2
2

1み
E
P
-
-

E
i
i
E
 

i
f
i
iぜ

ん

L
本

E
Z官
宮

里

E
f守ろ
う
さ

ん

z
f
i
z

n
i
i
i責

任

を

聖

書

Ett

'm
司
・
修
者
を
集
え
e
z
e
事
貧

i
t
i
 

i
'
i
T
g
k
 

第，<8号りよだ民

i
i
-
i徒

、
・

eELE話
存
で
あ

'aすz
t現
在
ま

E
t

i
t
i白
i

i
!
2
 i
i
t主

主
は
じ
ゐ
長
巴
・

2・

5
z
i
t
t巳

ttて富
一人
一
人
台

品
目

&
2
5組ん

で

区

T主
主

例

制

綾

の

tol--ZE

E
-
i
i
 

古
屋
奥
ま

EZE生

t
Eぐ
2
2わ
量

ιze--5 

5
2
1品
E
P

積
極
的
な
心
の
同
和
行
政
を
奈

1 

i
z
-
-
;
2
7
E
E
 

f
i
;
i
i
 

s
t
iに
ま

に

ょ

に

草

E
L
L
-

る

E
が
書
さ
れ
て

i

iす

j
t
;
i
 

j
l
i
 

i
t
;に
E
i
i

tsで
T
Z手
EEZ舗で
あ
り

4
 

守

宅

置

市

で

は

E
み
ん
た
括
和
盟
詰
ず

l
i
-
-

あ

P
a
z
-め
SEE-んで

ー、品寸2
1
1
s
z
i
i
 

i
i
fれて
L1

『
置
を
な

i
F
E
2
7
3
E

i
F
L
i
-
-も

E
h
i需
を
み
脅
し

t・

ー

!zL、ョの

E
1
t
p拠

;
i
i
 

豊
富

ztzり
さ

ら
に
肉

g
e
t
c

-
!
i
 

鑓

田

'" 品

郎

そ
め
た
め
に
盟

2
F
E
E
t
5
1

5
j
t
i
s
-
-

F
i
j
i
-
-
L
E
 

t
i
f
T
I
t
i
-
m
 

ま

量

に

お

L
E
t
s
i
f
t
p
f と

念

Eft-i
i
 

里

4
の守一

Z
Bに
き

i
i
 

し
こ
の
問
題
の

1
8

1
f
Zで
?

と

t

E
F
E
E行
T総

慣
は
す
べ
て
ま
の
号

2

2
2る
べ
き
で

T
Z

た

あ

局

存

在

量

産

!
i
E
 

す
る

R
E
R
i

-
-
S望
号

も

て

由
主
品

m
i

主

t
i
Eめ
て

事

5
1
 草

巴

Eめ
脅
さ

Z
h

は
伺

ZLEE-位
里

〈
伺

LEFZTtt

だ

iし
て

遁

主

nT

、a
f
-
-
z
 

鍾
包
飲
す
る
ヱ
ラ
t
h
ろ
考
え
方
を

衡
さ
ん
色
、
も
印
私
市
民
事
由
闘
と
し

て

a
:の
Eの
i

E
R主
主

主

取

Ea

;
!
;
 

4
1
t
i一

?

の

ご

盟

ご

警

告

。

金
し
て
ら
置
の
一

tm

〈

Z8tEETK

た
し
ま
し
て

-eLさっ
と

LKL

1
・

田一

総
合
的
な
コ
、、、

テ
ィ

l
セ

z
t
iの

H
i
-
-胸

5
1
i
 

r‘づ
き

-
Z里
Z

P
i
t
t
z
 

l
i
E
 

が
向
ら
そ
の
自
の

aa

-保鰍で学視するこどもたちが、

亡セ切ヨウで作ったもの。

ン
タ

l

"
し
て
行

i
iぶ号

し
た

z
i
i

t
i
i
i
 

i

i

i

 

i

i

i

 

同

t
i
t
iじ

fze品
j
と

;

!

i

 

ニ工

早叫帽恥

一J¥ 決

Z
Z
S
2して
、
運

f
f
z，
Z書

E
E量
で

U
T
-

-
の
拠
点
'
で
あ
り
や
が

て
は
，
型
的

E
e
:
f

t
処

J
I
L
Lて
の
役
割
盆

里

l
a
t
-

t
ー

健
康
相
健
康

環
鍵
衛
生
や
健
康

に
勺

L
て
勉
強
寸
る
。
身
体

の
健
康
診
葺
も
あ
る
。

堅
手

5
3
各豊

町

EeZELt

EL温め
て

52開

i

j

z

 

i
;
 

働
"
の
充
実
生
は
か
る
ム
に
の
の
uw力

tt手。fB
E
t
 

-
T里し
2
8

-
E
2
5
5
 

1
2
昔

君

"

;詫

1
2

E
Z里
222

;
;
 

家
を
実
植
し
て
1
・
寸

193&;Z 

E
a
l高
f

b
与

e
ら

f
i
E
2

21そ
ろ
ば
ん
の
信

F
4し

て
業
別
区
負
H
h
u
h

浮幽
mhg見

守

g
i
f
it

色

が

そ

の

時

Ta句作
L

:
i
z
--
i
 

-b
れ
わ
れ
ロ
h
u
a
g
み
ん
な

Z
告
も
雪
l
f
k

hZEE-〈
2

2tss量
l'

aztL4 

Eζ
の

Zに
は
小
学
俊

一

ま

主

主

一

fで
の
児

;
iってL
1
 
言
語
背
水
車
コ
一

;
E
t
-
-制

度
に
よ
q

て

'

・7
4
《
に
分
け

-
Z
Z十
分
工
事
L

4・
午
後
七
時

i
B

E
E
f
tセた
z

t
め
の
，
ラ
ス
も
あ
Rγ
室
哲
也
慣

2
f
i
l
m
 

-
本
砂2
8
i
t
 

--gy'S嶋

E
1
2株主
面
的

記

置

主

主

自

主

主

tzが
zaIAゑ

i

i

i

 

に

Eφ::寸
zで記巴
EE一τ三芸-ニ吾一=害↑飯聖飯号合

E
E入
tで
fL室4全一
ご)
 

fち
fはt札
主

;E

;
zに告*書?曹
E:
巳
量8凪聖fん主でtL 

隻

3毛す吃• ふ
重
量

f
t，

t
Zヰ
ztEA

は
句
は
じ
め
は
お
停

E
に
す
す

め
ら
れ
て
来
た

a!
一叫
ん
な
と
印
式

記
ち
に
な
れ
て
.
闘
が
と
司
て
も

棄
し
勺
そ
れ
で

Lfで一
関

t主
h
f
z
z

E
f
i
2
f
l
 

q
f
Zは
一
空
と
り

た
i

も
企
魁
司
て
も
a
g
す
を
刊
金

師
会
悶
し
て
も
ま
し
h

zwの
人

;

分

z

i
-
-るよ

う
弘
子

i記
型
化
、
と
・

3

てー、
e
z
す
h

組
也
コ
・

nも

ニ

t
i
t費

草

f
Zぞ
れ
高

f

i

j

s

 

z
E
E
2
1
 

i
i
iに

主

で

T飢
ん
で
区

f

i
-
-そ



fr:Il_･亡 母 .:: :.i:t..叶 畔 葦 .I?i,7 5 5･i
く

ら

し

i
(
i
(

■
L
r
t
t
.

田
の
中

の

た
た

し
な
拾
う
.

山
肌

C
J
葛
O
現

を
aB
ウ
､

川
t
C

･)_
.
･
t

JL
､
.

:,.九
-

て
､

蒜
の
わ
-

.

人
は
rt
な

ひ
ん

し
◆
く
す
れ
ど

こ
C
菓
托
､
煮
環

の
人
ら
の
､

た
す

き
立
つ
､
佃

■

な
い
と
な
み
'

ま
せ
光
JET
'
兼
を
t

い
､

■
一
V
t

_

1､
l
t
･,
.

と
じ
▲
う
は
'
臭
の
か

す
に
な
り
､

耳
掛
は
､
ク
打
の
た
し

に
な
る
.

-
■
■
●
f
t
■

一

民7釘良豪昭事..年11115伺OJ 

" く

ら

L 

-.;ど銀:愛 川"山岡・抱ぷ
鈴巴じ をを たこ人2ζ 構3肌のの
は孟兜'灘ずのほれのめ<j.!嗣・
うちりき第:~ を のの
タ，.玄 、 立慌た L ど~争
よW 、盗品米Sっ てじのた..，

zi Etzt主f網Z:14w;t-tz.
t室主宇色、、2・22KEtL?喜2喜a
.司書な K る いら〈わう ‘う り
宴るなー とのすぎ・ ・
品・'J t，玉 、れ と
革 、 みど

ち

【なかまの像】隣保信

寄り集まってセァ

“ 

a
a敏
重

見
て
個
、
て
、
動
か
し

て

l
l
一
つ
の
こ
と
に
身
体
の
機
艇

を
プ
ん
に
働
か
し
、
集
中
力
を
・
買
う
@

m-+準
一
級

交
ゆ
寸
の
怠
味
を
知

り
差
別
に
よ
っ
て
掌
わ
れ

た
支
字
を
取
り
も
と
す
固

-・

j-v
 

野
舛
活
動

自
然
の
中
で
共
同
情
動
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
‘
自
分
の
惜

刷
人
の
惜
利
を
守
る
子
ど
も
づ
く

り
・
並
別
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
る
こ

と
の
な
k
ょ
う
地
域
の
人
々
も
協
力

す
る
・

-
入
学
細民

家
庭
の
合
園
周
化
を
は
か
り

主
婦
の
社
会
的
な
向
上
を
め
ざ
す
B



葦
が尭且Ldした.

もrfの莞
毒
刀にtNL

l̀
●J
■･:(▲■r

I
rFL'ハ■I'Jtl′

可休tdとモ
rYnすされ
ざしていJPす.

I
■̀JL-一
･
'_(

ハtClr_.1
▲l_r

畏
去
り托ひとりひ七･,か
二十九日
市立一乗t三千枚

正しく丈けとめラ
Jとモわら
TJ■仝a4Jb
t兼の畳
む

.･･‥
ー▼T.

■■■I_tt_4'I_■■

･ーJ.ヽ
IEt■こ
,
■
■･It
<_I-ヽ
J_rJI

I'tiJ'-'■■■■■
1-■
tJ･I,～..5

tl
r9__41
4_-r
1■r▲･rI__t't■■

▼JJ.
･･ヽ
い

むEE和書T.

㌫

細
網

錆

駅

長
■IPL■tJ
'■tLrI･■l‥一
Iヽ
'tl

のiZ十

もたV慧叩E1十人+
く件■iZたってLJMす.

Td

こと

･M
叩

‥M:
･･
7
.
-･
.

.″･
･4,
:･･'…

:J
.:-
:

]H.事■O任しb

E'p-IJI･
･LI■
▼

'

J;dT■LrI･_■■

一〇TJJLt'

■杭.■Jti
･･iI

こ
暮M
O■]

▼
'

t､t.rPtr●■■'

■_LIdr■tP
..'寸
J
､

き
tJrL
･rT]_
ハ

▼■■L岳

■,
_t
r

I
-_
Lt-▲7-･..I,rlr,Er
I

_
+
-

I_i+

.

･LJ■J
■■l
Ill_L･･▼
■l_-二
･tJL_IL

して,<んtJカ●七に着
る杜

≠ナ毛

●1
1･･,+4'._■
■■l
r

fJ■一■t

.:
･_V
lヽ
.･'r_,

一.LJLL■
●

)

.I,I

l･L_lr.～
__■EL
■＼

rI_
1
1■■
◆Ltr;_
Itさ[･一･ト
LJr代

読
の中に<古E
L

ゥ.これJ･
人
一人○心e叩■frあり
′

■■■JJLて

■II.jTT'rr..
.-
E;rtrI･1‥
J.

▼■hJ=(■LL■り･･.I_
_
-･rJ一L,_Jtヽ
･■r
thT:;_-･_(●

めて

..くへ,I,
か
.

セ未ELt.くてほならないと
しことセ知らなけ九.

▼■J■
r
T
I_
_
5
_

-

,1●
d
-I-1'

J･･､･■4__I

lヽ■
l
rL}J
L
Lr'

▼.
■'__■一㌧._I
tJr_r■U

▼王

Trl
r

-

,悶
関
;::.pc<

州亀

隊
訴
鼠

葛

吋

lh一J
IFt■■JJ

はEや■書の大切なことtll

JLI/I__■▲
i●rt

蔓
れわヮJrした.

▼t･'
.1.,･･/

■

■

.∵･1▲-

E>_
･
′▼■.

;､パ / …

ra■r

･･
._げJrlr■ハr=～4'
.I-

I_･三
.__I_

･…‥"‥･:･

◎0
0

0

0

◎

◎

"M"‥ふ…M

同
和
教

育に
積

極的
姿勢

悪
､とし,良

冊服冊棚葦蟻

(め第~8号

日日目

-・・--

同
和
教
育
の
浸
透
と

拡
充
を
は
か
る
体
制

j
t
 

Eするため百四十八年

i

i

i

 

!

i

 

:
t

i

s

 

-ZFtf量され

灼二会員m
研修ι
笠通守して

附病問

-5
2
1
1
が

-
E

し〈受貯どめる』Lとをねら

-L
t
5
4
 

;
i
f各

幸

E
s
i
-

-m
温窃究会を段貯金市に
-m

ーが浸透L聖してゆ

〈
S
E
t
--

i

i

号

:
!
に
畑
過
し

て

!

?

ざしています
このた自主主青

コ十九闘市立
一朱膏・a予
a

i

i

i

 

i
i
 

i
;
f
E
2
 

・Sして
T
1
3民

て昭和
E
f
t
e

よだ民市食奈昭和"年7月"日

i

E

i

i

 

Z
E
E
;
k
z
 

!

と

;

-
i
i
 

E民
ひ

i
t
り
が
と
1

。
星
電

z

z

i

;

 

E司

ーも喜て〈らし量

め品
E
W

;
z
e
z
 
i
i平
S

E
t

-
n
 

i
l
i
 

-
-
?
 

L
E
E
-
z
i
 

t
o
i
i
品
、
豊

t
i
l
 

t
-
;
Eは商

iへのまのTLて

i

i

1

5

 
.雪を

1
;にtよi;。Jiて量欝

ii和
ル
古

n凶峰R
をはかる.

一

l
b

vi

i

i

 

fzにっとある

3測
に

j
君

"〈
-

V

率良.阿佐同婦旬第三
簡易梶

{

-

i

L
11
関

根
す
毛
・

-a・
研究負荷・a胃・
・罰

金
に
;
;

る

=E
E
-
-

2
2
4
3
 の

Zに
2
2

・2
i
i

1
Lて

v-区役"・・。渦・は芝昼ヲ溢

めてL〈ぐ・警か
=
i
gしてL

ーを明らかにしt

vB
E
z
-

-
i
 

=ink-
われ

tは何宇べ舎主主

に

L
ょ
う

E
人
周
E
E
L
S果
的

宮
内

i

i

!
l
j
E
 

tぇ
vZLES一人でしま

J
Z
Rで
z
fに

2
2
2
に
f
L
1

4
E
 

同
和
教
育
に
積
極
的
姿
勢

曲師めてH ほ幽岡崎宵幽醐会叫.作用語四 一条高官》

TtA書A'Eζれ

まで
一掬慨に集室。て開もて

i
i
 

肢
か
E
A
-
-
s

Z
E
s
t
て

自
し
?
f
t
i

E書きごます
・2

V

』止に聞く22今て各

小
学
2
1
t
f

;

?

2

 

2tようにな号亙Le

i

-

i

a

 

号車てもます!
;
 

j
i
 

つ

E
=賓
自
主
主
事

:
!
と
を
し
え

Z
E
自
ま
か
え
て
L

る
f
i
t
-

同
E
w
f
i
i

-a・《2》筏命両相の問・息《と

〈に盲
働省
主
主
の
E

f

i

 

z
z
-‘
 

i
 

と'した肘
・・のなかでつ
E
t
E
 

が明らかにさ
れました・
①
舎

PTAの
T
i
l
 

-位

PTA

Eける取り
〈みに犬e危
EFt-

2
7
T
A
 
i
-
-
z
 

・してを
i

z

 

i
t
z
 

努力L
，
今
-

f

i

 

i

E

 
司酔

置
利

害

-
め

A
Aガ
l

s

i

i

 

F
T
 

f
z
h
A
主
主
，

t
e
-
-と
fか

る
と
出
e
z
f
E
開

!
i
 

f
ζ
i
z
Z
E
て

て書しなゆればならな‘

自
主

;
f
-ゐ

内

f
T

5

1

;

i

 

T
i
t
i
 

7e身近な聞酒から
不合理

i
包

L
t
i

E
2
5
1ど

ラ危。て
L
る

a

i

;

2

 

-t・i
i
E
 

主
2
か・

5

i

i

E

 

うし，で.，tのム
E

i
s
a
し
て
足

ー、か
e
z
t
i
i
z
 

L

て:生
t
j

a--
E
S
i
t
z
 

-
れ
i
l
1

‘必@‘る@
 

色iF!君!捻EiかEE;
at; 

ら

i，
 

匁

zT
淘型主

i1つい=て
t
i
1危

主明型しなT〈てEは2危EらE危Rい企

」品4じ主F〈
L
t
ま

t:
し

k円

z

i

i

 
i
f
E
i
i
t
i
p
一

語

Z
E
e
-
主
人
一人
E
E
E
;

E

i

i

!

?

 

l
t
t
S
2
4
E
2
2
3
に

izbBれ
ばな
ら
な
は
E
E
5
2
2

い

t
i
l
-
-

E

8

1

5

i

i

 

i
 i
i

i

 

ztEEtんみた

E
君
主
2
t
E

1
1
2
4
8
 

2
E
C
4
2ぇ
i

t
b
h
a
aE
一t

h
p
z
z
z
 

t
E
Z
E
、
2
2

7L占
星

E
2
2

E
i
-
-
KL 

品
体
E
4
1

1

l

 

g
f
d
i
 

z
h年

i・E

Z
1
5
2
1久

i

1

i

 

f
aら
Z
事

E
4

S112必要かあ

;

i

!
っ

z
t
i
E
 

S
T
-そ
E
E

草されてもなHg主

主

!

?

i

i

f

 

k
E毒
自

i

a
f
z
t
t
 

i

i

i

 

z
z
z
;
1
 

聖
B
E
E
P
-

i

i

i

 

i

i

i

 

t
:
!ズ
Eで
f

i

i

i

 

J
5・で
2
2

2Eえでの留
し命LZ

tたれても毛
i
i
;
 

i

i

一る
i

E
S
の
す
べ
て
E
E

に22、まにしても

AZ努力量ZLな

ければER品、1・

E
寸

1

i

今一ハ-mAUら

一一義
蔭
訴
肉薄
護
m

同和単習に
取り

組んでT
婦人隼
a

，aE寓

『筒和.曹とは人制一般
W

E
E
l
s
る
な

z
z
t
f
t
J
 

i
i
-

語
解
放

L
E
E
K
品

I

也ま
ずーで

『開
和喜Lq

、
で
Z
E
1
7
し

たeそれらの124

i
i
z
:
 

る
L
t
i
t
i

;
;
2
 

内一塁ぎに櫨
E
ち

でi号、てあたり

き

TE、:‘になり

Z
E
-
-
e
て

L
a
z

しだir
s
E
E
 

区
t
;
〈
自
?
お

ら
れ
ま
し
九
d
i
L

T
E
R
T
;
 

zttf人
』と一聞か

されて-wffq

f
e
E
F
i
u
-

-
i
f
 

i
e
t
i
-

-zTEA--入

i

a

R

1

 

f
とい
う
開
i
i
t

i
!
 

E
Z
K
K
E
e
 

-m

舗先生め魁を渇じて傭穫

量

g
l
i
"の

き
っ
L
て
?
し
た
A

h
『世の入たもがE

Z‘ZなEeaFE

E
-
2
5
と
が
量

をit--&になるので

E
Z
Z
I
E
Z敵

和主
畿附
なe-4噌め-awセ
ax

q
t
t
i
A
i
 

T
 
婦
人
Z
e
t
-
-

z
i
i
i
 

i
z
T
L
E
S
 

e-aL、l、。

2
4
t
と

、
2
A
a
E
f
T

使えるようEZした
1R

g
iぃ置
な
ど
は

幸

t
z
f
S
L
a

t
 
手
E
は
開2
2

2
1
E
 

j
i
 

書
小
2
2
Z誌
面

!
t
;
先
生
の

おEZEF岸ます

失

i
l
l
-

Etたが、Eの由記

i
U
2
2
4
S
 

2
1
E
s
i
 

i
で
3
2
f

a
え
て
命
令
Z
E
t

aれ

E
R
-
-五

号車ヘ奇術てた
守1

K替の盟は換し:もとは

もえない忽は後明
km
に

fLて古事車内需

i

l

l

-

と
K
震
は

3
9ベ
釦

peち

zt置
してんeEZん

は2Hata重き

たかち喜存モへんね

ん
草
t
Z
E
の
E

ずら鍍まれへんおん
-uとれだ

けかなんaわからへん
・おAX

i
:
へ
ん
し
E



(7) 折348号 素 点 市 民 だ よ り 昭和51年7JllSE]

蘭 書霜 : 墓萱 恵 塾 義 挙

妄言雲招 宴旅情をうたう草葉叫1 些 - 千 :翌 ≡ ≡

≡≡芦___一戸蒜-一㌔.一,:J,慧 "､霞L;.､毎__一柳

7> 'I一4 -i水p:.,:

ii 還温紬 ミ慧 誓 言雲 待望の｢青年の家rI-

† 研修の場として着工I.の

が酬 脚 ≡I I.

才 雲量墓…誓書朝 鮮 蔓裾

も で*に汁ら｢兼TIで:.!'if 叫書芸真二蒜言 誤窒!長与

芸 を 苦

王孟夏夏子兼ち寿とmt君呈莞葦 毛 Li去空合苦言望‡三芸祭 仁宴 主 語 t旨妄 苫

妄…三言壷裏Fl雪王撃ち猟 書雲妻

で 拝 に お人和･ 服 蔓喜書重量芋蔓淵 硯;誓…

"目

純
一
…
献
酬

を
減
額

一
同
制
作
市
山
明
暗
一

埋

E
古
E
'
m
F故

里

E
h
i
E

旦
青
の
盟
主
B
負

担

舎
の

t

i

E
f
t
-
-

E
l
i
-

ζ
i
l
i
-

-
i
;
 

1
-
z
i
i
 

i
i
i
 

が
p
t
i
i
し

た

;
p
z
i
 

・ハA
B
C
-
T
錦

i
t
i
n
R
E
 

z
i
i
 

z
z
i
-
-
-

5
2
s
i
 

i
i品

市
詰
艇
は

A
S
Z量

i
i
s
i
 

j
!ます

A

j

i

 

主

Tう&する芳は七月

待望の「青年の家J-

研修の場として着工
F 

i

E
一二茎

7

2
へ

ZLて
A
t・

:t Z E書童書れ宵
お τ をぞ のに ;~r

宮
内

J
I
!

日
豆
糊

ー

-

こ

を
一四
一巾

情
一
引
な

旅
[E
i
i
 

i六
月

t

i

実
害
金
Z

亙
府

-t
一

i
i
f
L
 

て
l
E
f
i

i

i

i

 

生
月
古
宇
宙
空
一

z
t

i

i

!

 

なわれ室した・
f
t
E
5
・

!
?
a木

村
罵
米
毎
金
岡
本
剣
温
通
車
名
島
宵

i

i

i

 

i

!
と

z
z
a
E侵
略
、
曹

3
3
t
z
i
 

て
も
ら
:
E
A
z

j
!
L
 

て
切
3
2
1
i

L
て
ゆ
民
主
遂
に

T
Z

:
i
?
 

?
;
ー
も
の

は
R
I
E
L
e
a

が埋れまし'33

のとおりで
す・
i

i

 

p
h
h

リ行〈霊穴略に歓
9
L

'
t
i
Eゼ

。寮豪華主区
E

b
じ
さEemEE一望さ

れし橿品物掴め橿帽に白河ち居る

《不
麿f
Z
4
2
3
 

の
t
f
z空

内
鳥
取
保
東
伯

g
大
w四
割

La》

【

gi
里にも'tE〈Z

--a守《東
京
.
.
 M
m
w除
1

細

川の
3
ー

さ

i
FZ

tEb--t使.主

たiればならな‘z

s
i
i
 

z
t
t
て
1
関

;
g
i
 

i

i

i
大

Lに目してtS陸

上

w
p
i
L
Z
L
t

、.2
t
て
扇
風
2
5

Z
E
E
f
つ
車

置の型ZZの闘を

Z
Z立
っ
き
入

E
t

ζiitL理か

また一つつ〈られる-Eほ会

TLてtE&して心

語らろ
ι

れし〈慮、a?・脅年

長眼前

E
f
i

z
T
t
a
r
t
-

EE会開。方々
に苦

貸してEE
司
首

2・のすMELtf

e
s
s
-
a
 

i
!とと

p
s
t
t
 

一
2
4
i
i

j
s
 

zE'tte 

Zの里町内法書聖

司

j
i

予》
鉄
時
期
止
き
ず
気
懲
の
茶
屋
床

凡
《
大
幅

a
m
i

-》
用
調

Mi
もう一-a-e干につかもう

i
i・

1
 

広
石
医
師
ヘ

感
謝
状

卸
値亭
@-
a

・仕に応
え

.聞の東傭‘‘で
Z
i

十匁闘

E
A
も
と
住
吉
E

E
E
t
E
E語
面

:
七
月

-
1

1
2・i
L

tt
こ

2
5
2

" 

じ

2
1
i
-

舗にELE--va

t

-

i

 

書

tit

-
-
i
 

一平

zzqgyp

'
l
b
づ
く

Z
Eて
要

!
一
{
一

暢

2
1
E
?
?

電

-
g
Z
E
E

-
;
2
8
 

i
1
4
 

i
1
s
z
 

a寧十一一筆》
A

ハ
宙
実
中
指
歳

空

f
a二
禽

喜

Ea-R三十四き一翼

一層
U
A

十盛大のグレ
lT

な。てお
h
?

とLEし+二月三

主

E
E
E主

Z
E占
『

E
Z』
i
i
 

量
z
ii
E

合町
長

他
人
の
め
い

h
t
z
 

E
一旦孟

青
空
陸
箪
陰

Z
Z
E
t
a
 

l

'
 
i
l
 

i
E
Z
-』なわ

れ軍関EZE--

E
哲人

t

tた
-

i
I
;
5
 

2
E
t
o
a
Z一信ず

るそい雪温んでおs

i
t
i
t
i
 

-置
すぱ
tぃ・しか
し
A

E
聖完全

s
i

t
-
t
B
i
 

EきEはでffE

E
?
E
ば
E
Z
K

-R・・mにM
仏
友
小
学
僕

kr

f
喜

zed--

FE〈高生、-Z盟

各‘尿から遺〈陣調生‘区ま

で

E
i
t

tても脅すEtn

i
i
e
E
で

t
i
t
i
 

Ett・

… 
大
丈
夫
で
す
か
?

o
a
t
-
i
i
i
 

はア
ース-EL2
3

a
 
。E
1
5
s
i
て

ZLEt-

o
f
T
i
e
-
L
 

t
i
e
f
 

ぜんか・
AV

2

Y
也
y

，.Tu
y

，，L
F

が白銅

A
Z
，L
1
2
 

一

お
宅
の
電
気
器
具ji!ijj 

:-7月31臼は一ー一一-1
1閏民健康保険料岬 2M日 1 
， 固定資艦".郡市計画税 Cffl"2 JJI分〉

!r重畳益者賞担金〈第1M分) ! 
. の納期限です一一斗

「あ
ぶ
な
い
」
と
赤
旗

五円
W
U同

一

T
I

E
-
L
i
 

-m・・s
・積
極ma

“・um
aa
瞬

川
や
池
に
八
百
本
立
て
る

i
t
i
f
-

-量失心配される2

.
l
b

危まし、本の隈笹aで

全

Z
で

E
K
甫
草

Z
±
f
z
z
z
 

;
!
?
 

里して川傘型EaE

へ車、

:
R
E
E

L
q
 
主
に

1Eな
と
の
喜

久
子

t
z
z
t
7

1
2
L
l
i
 

I
と
t
i
t

i
-
i
E
 i

i

i

 

PTA俊民らが‘区内を婦同

L
i
一本立
て
f
一

色
豊

1
2
i

i

、書した・ー
で

i悶
F

i
j
i
 

-
E
j子

t
t
z
i
z
東

南

ZEESLaA

i
i
i
a
 

i
i
fに

z

i

i

 
-
R

鍋
e
-R
 

-E
 

.死
<c  



昭和51年 7FI15El 寮 長 市 民 だ

園
早
起
き
講
習
会

Ⅶ笥
HJn叫
初
涼
し
い
う
ち
に

I
の

t

r
▼▲
■
-
t
E
H+
六
(F
'

L
J
t
t

･･<
■エTO

八
人
)

e乍■七

書に.丁一
'-■十●▼とこ真T

JL一tttJL.I_I▲+
▲Jq
●-

づYゥJtIA
L
ことし･+
JJ■iILJ+▲つけet_

ヒ月二十六nかJh■か<r
tJ+ヽわんでくだIII.◆■

ナ
こ<_itが
†

めて..･P
は_1かJbで▲Iけtけ_

ごヽ
･L,A.I_l
r_
▼.IL■II
GJtEe

■■JIlJ･J.･てLrL<
r
_■.1-
rI

･
Q

Je+

_名

t暮.て
r+_It

L!
■Tr■■･･_'
-

･■Jt■_し.L/I.I

fJくわLJ.IJJt.t蔓

くtL一､.ft.ナf,仁■

集
蔓
I(▼●止町
t■
L
l

i
Zん

だ<f,r■r･ttづ

〇二]]_)(
T
J
+

bt
く'JE切'一上亡■方L.

_<__.,__'tJ～;
同
園
二
‥‖

=‥]‥
i
i…;ニ
H

t一■二円_EELE■､て
■
<EZZJHで巳与
■<二六■

tr七のt
は八一-1暮一
書ユー1毒

Il(t■

LIP(6._,JI■▼†･●
P:VIt一
IヽIIAL._

tは皇
■と#■公t
Aで●LrPんでくださ･･.

■■正●でi
_1i
<ft
と,I<一一-二EE(I

LL_

ltJ'
_ヽ_ヽ_■t･!
･.

こ
プ
ー
t■辛と■

▼上｡人-■童
‥
y

っ
ン
Tp
iettt'
ナ■【qt_)>lq-

W
I
州‥‥;
;い
.:〓ト㌔
,7:‥

■CJとLJ
'▲-LzEは'ノーtt

rJLb
r二
十
▼

ノブ)_つ■
●◆ノ'',イ▼･Ly

c

1_■■
一'-▼､●●L
_Iり■■■■
●

F

山王tAも
●事■〓■ttで
′丁,′′′スJfrJ

親
子
が
仲
よ
引
日
日

く
絵
を
描
く
ほ

Jr●Ifr,-_TL+Ir
■ヽI･I､■一▲舌
●

&さJJてJi暮書一王tに
■▲■■eきtでi=なp

---一したJefJす1+
てJJNLた血､Z十七_

_･fT4'･Iヽ_'
寸Lは
･,.ETヽ■+L.:t*

F
割

T.叫.･
品

,…‥

▲-Cで寸か.
八苦

/.そのtの#_Mt】IK

r
_4'I

､rT川ヽttl
〇.i

■

J=Lr1__■■●一
E1-て.-▼ヽ

I_.I
J

Z-._+Lf

t'-I__I

市民体育大会

=*
:ri
:[:fl

:.(.VLl:";臼
‥
絹
ハ::.'1日::)I:.:

●J_■■T■■

･It■一■■∩■
■-

■..IE■･■■_.I_1r'

～WIlき
事た

一OJハ○事:･

"
LLF■でM
人士ナ

■＼■
･'･rr
I

ttL･._..rEJ._I

'-一t一｢r_(,.I,

【l
■II･.'･.･ふI

<
_rL1･/

..ir~一■TJIre''E

l､t]17'_(,/]∩.

e■fE_t●一-J■■

I)tナ
上州eIの王_1_i

I-;･r■1-LIJ.._

■書
蓋
4h
It(管

F<二六
星
ハ五t五

●

)tJ
N
■

LJI1す.

C妻
●として､毒

eJdt<E二十二u(1))午

lLJ_1■■●[_IP
■

(凡.L廷†)fJJl,i_千.

■▲モ
_l■■LJ
IL_

与I
'JL__;'-I

毒

の■eたJのと■も.

れ
■
I
l人

Pt一ur
JEt

TllLIJI-]･'

-Il_●.1-._†Ltで

JL
t
l
■■
q
_

■tJLJ

r

J'
r■Lr･II■●

六書]]～二■)へ■Lldん

I
-一
.

■ヽ■_JI
lへ′
L･JtflI
/

■■■CtJ._+_■-
Jf
I

J
I

■
t
r

q
L-1
IJLt,I-C2
--.
-
I.

r

小
手
J
M

+
も

ー上
六
十
+
t

tlt
壬
エ
ー=J<二十AJEu

eJL心●t･M
は書手

ちtM
de乍■王■I

Jlr十人
q
化至言Eで
六■.I._事十一EDC十■

芸
t_1モ<モ<+E(■●
二■圭一r

書-【■★レ).Nlr_JPrl
【L-■なた圭
レJI.二十人

l
u●■■l
t■
■
■■ht一
■

◆●■●●

■
I
fJ-
1_
こ■-Irr

元

気
に参加
しま
しよう

｢
⊥

8
11フ
ジ

オ
休
*
会

th

t

I一l●l
t

▼'
_
_
ハ■J
r_

カ

■二十五■
■写少
量
I■V
書妻

U

f件■4
.LJとLl
■g
Jb,丁
･Jeけ▲r

I
<_̀_4'+1･･f
A-●●蔓
▼L,上tfJI■

月■'入_]子分▲ちI
q王GLJ■く■●ほ小事琵

Jl･Ah.I+･､■_
1-
-IrJIZJl
l､■■

･l■＼rIC■●1-1■
Jrr■!

Ir
-I

■I/'tILJLt

･r
一

<■■■1_IP
'-
I

■t

♯tllへAl_町<二大､ プールではつらつ
心kIttの方○つ とい

甜 妻…妻

つといJ_つhCW
fJ_L

IT
l
d
)_llt一｢′<Jq

していl▼OfJ事1O'1

そ<rて■■してく7,さr

i
一ハ-.IEE)(]〉ヤ

■九■三十分IbN･▼とこ

tlT■■t■･一r,･J

言+守l)▼t:_･･什

J5日､壬
すく､IIん

■t●■■

;垂 皇喜 芋を≡ 是堅…

さ八lT.)
JfI=ETJ..'･It

lOヽ
It■_I_'I
E'

JLJeL
i.育
一■LJ
I

■■●●-｢■■◆_i.

■■■▲事
▲JTJIt

ボラ
ン

ティ

ア
ス
ク
ー
ル

★少書蓋

で

■,▼■■･
●
･
'
_

i_fr:.
_,■●一■h

合札全土長円
ZW
ハ五

1
人暮)TJ八JJノ~の■'

●l･′-･1.LL

一､●IFlI･▼.IItlU

上C人なJLl九でJ事▲fJ4

ま

す
書管
は里
一へ申し

I

_0r:__I-
tL

くだ辛
.I.

_1▼.
1-J-('J.h
.I.-Ir
.-･r一

I..<tヽILJI
で■-1
J

-
Jk
d･Lr
t■

〇六It
王
でrt_l牛

■■*付
け鼓室
■<lTt-
'幸t
一■

▲
'
t
ケ
f
▲
-
ム

ー■l■のlLで
す.tY
_

L__
t
.
●
■
･
,
i

Jt
.･･･■･,-
1___

ELTzl?
二t暮〇〇
九たく.Lt圧
は†#tJ_

五二ハ事)の書
目け圭
..～_11ヽkノ■■tl

i.･".;
..:;3
･J.:･

p～三■で糾▲ほJゥttん

■●■､.li
一_.,

~lJ▼LLJ;
4'._F

は空
1)鼻
◆lt次

■一▼し･ltI八-(〟)■■

■iTrirt■一■rP

/'-)■心持ハ(tT小

▼TTt
HI_∫
blAA

■■■
･｢tJ.1F_

■■y'-
IIIL't

は

(火■小r小t-Ji)
▼
八

t:11日
(JI
.)

山■Rtdp
-TIP
r王J〃言

(州ちら叩)

-JE●fJrIL<t与･こC

▼tワニ▲)署
長
■●
_姓M
T肖り･虻7(

1h■■ヽ
●十■
-

早
起
き
講
習
会

"， M3・8号

時
町
川
叫

靭
涼
し
い
う
ち
に

里
-

L

‘.耐-E
 

ELL-Azi 

-
-
2
2
 

7
1
;
t
 

f
f
i
a
t
 

±
-
a
;
s
l
 

f
iん
i
t

z
E
F
i
E
 

i
 
i

i

i

 

;
t
i
E
 

4aF安建
a《草・
ω
町電量

@一一-一・》ヘ胃ー、.bmg

tAE 
f
i
t

-t
i
L
i
f
e
-
‘
i
 

1
・
:
;
:
:
1
;
:
1
;
;
:
;
:
1・j
i--1
・1
i'

=ー」-dH三回1HUT-胃
J
H
2

・ー、て七月二十友
目撃
で伝市

電斬⑧
六五一二'ヨJ'uヘ届噴
am--Tawnみ
Ea・3

境
一一道プ敬二宣
-12・内貧
富
2
2と
2
1
2
-干

'Tま交通Eμ

z
a
i
!i
l
-
-
e
!
?
j
a
v
 

t

i

-

-

4p
a
z
i--
i
i
λ
 

i
z
-
-雪

2
1
5
t
;

i

i

f

 

2
2
2
E
i
i
i
i
j
E
t
i
-
-

i

i

z

 

‘‘
.Rのと加島市中央食道.千五百六十人Ma--L-zLR電gaλ五
O
番
】
へ

後五随時
』六時

a'ZZでEE

t
i
-
-i

i
H
a
 

s
t
-
-
j
a
i
-
，
 

i

!

1

4
l

i

 

s
t
-
-
z
-
A
 

!
j
u
l
i
-
-

?
に
i
-
t
i
!

i
!
・一-14

りよだ

市民体育大会

民市食家昭和51年 7111511

i

i

 

i

!

i

 

g
A
i
E
i
 

:tah--b 

g
f
-
E4a 

i

l

-

-
2
1
2
 

1
1
h
g
 

SE人
F
H
E

は一骨

E
tで

幽

I
f
n
i

i

E

 

E
i
2
3
 

2=I2語ご
'L込ん

で〈EL.

S
E
i
-
E
2
 

14EさのE七

:

!

i

 

E
A
i
t
 

i

i

 

a
-
3
1
 

2
1
2
i
 

は
2
4
A
2
7

て

E
i
-

-‘
1
E
 

i
-
-そ

7
iz
i
f
 

-
-E
E，
 

L
2
5
6
i
 

』』E'ttz

iLit・

間削出
一

:i-ニ
-i
伺

t!守?:に両!剛明f、=てt、

;zF!』Lは:Aiiiザ

H
!の
ii
i
 

.

.

.

 

岡

w払肱.で時剛は
守.. 闘人.崎冊』e
g
 

E
;
1
 

こ
プ

川
市
喜
左前

つン叶
王道院持僧で

u-v引
4

・
z'eア

ち

キ

ul
f
s
.. のも企巴

a内叫V4こ
e-Yγ夕、aavg

i
に
Ti

t

i
-
z
z
t
E
 

百買
に"

親
子
が
仲
よ

く
絵
を
描
く

zh到
に
多
加
し
ま
し
ょ
う

空-フ・
ν
オ
体
蝿
会

前り・悶・宵aMR・
τ

古田の中央脅鳴は佐
保・・贋

;
-ai，
i

i

 

u
i
a
p
i
i
!
i
F
 

i

j

i

i

E
 

Hn
--A・=十分会ら刷一自主晶聞に圃〈・・M小
学僧
M
聡

8AFh-すe
『手権事鑑
一気興施鳩体笥-a「嫡
同

i

i

n

p

i

z

 

-
-
7
2
3
2
1
書

、

.. 体育

.棟内縁・町AZi穴
t

盲人《tui-E

i
f-
-平

A
E
S
S
E
;
 

象育委温開会圧--w-園
内竃a

E
-
z
j
E
 

eEし込
ん
で

A
f

!
?
E
一

日午前九崎県命前鍾ev

-
-
j
t
y
 

H
Ri
p
 

-t
E
i
 

i
i
;
'
 

i
E
1
4
 

1
1
4
1
1
 

一関個u
'

・ay・73
・2

f
7
5
Z
E
 

j
 

監
事
"
八
回
東

文血守積内で!
 

!
!
-

vh心に・
1
て‘・hv

ハ
つ
i

‘

aaの女順。ι-

t
刊

kEha
‘a

1
7
2
t
r
 

で
の
L
-
qaら友樹ea・

4

，隊z・た也句、市世ea

-a
i
-
-の

プ

心

dzi!4怖で
温喝しιU

2もZE--L

そ

a
n
-
-

しそも
i
で
置
の

T

IJELlf-

l
i
t
 

-
-
i
f
 

i
i
tル

!日
E
i

-
-
J
E
 

紛
失
舎
帰

a

!

i

 

i

f

i

 

!
1
 

2
し土のZa'

まはどの
i
年
在

ょー‘ので寸a.
町、宙開
R】

2一』2
2
2
s

t
T
e
l唱

i

i

l

 

i
-
-

!

?

i

 

に代わる民人wa・"で'g

E耳"車内ETL

Ash--ZE 

E
-
-i
!
?
 

ijiiijS114譲j
ぞ-11.竺11竺j

六写'で宙m.育
費渦金

庫

l
i
z
t

てもgLhにb闘すむ-

ja--では車
i
s
 

z'プ
lι
J
i

での木挽敏室

"のは憐雌で
関-、て、.，L

;
n
E
t
f
 

i
j
e
は

F
:
1
 

E
EM
 

:
'
i
:
 

《婦の&・・は九
O

》・
"v'

i

1
!
 

の・両信
、e
n-ZEの周

AitE・
E

jに
f
a

i
t
i
・
れ
K

E
g
-
i示

i
t
-
-

aには
anmぷ臼までの聞にam

i
-岩

崎23h'Z4

・E量
L4本
wamaw-会
aam恒例町
寸
ヲ

v

・i
A'a71
は

1
2
 

・で』!とL

はAm一+一Eavtめ

1
1
1
7
 

ファミりー

ホリデ-
a・・・b亀通司亀で一弘山一

i
1
3
i
 

俣のつどihaで。，のよ，

i

i

 

i
2
5
1
 

7alb
--

電
話

J
t
i

事

1
1ZZνt

i
t
s
-

z
gs
t《

《手守川w・7etelbのa

j

s

t

 

s

れ掌
す-u
s
g
iNUはl

j
i
 

i
s
t
e
a
 

r

i

i

 

1

2

 

〈

5いボラ
ン
テ
ィ

ア
ス
ウ
l
ル

t午後六-it
:

iRIZ:・

〈》A百
E15A

a，Agb''ーの-ea

男i
i
!。

企
L
危
錫

L

4

AEASM人z

i
i
i
f
，
 

の司ド芸品 回国

i;;!1;iiii 

i

iで

wZ16TT働金

J

置付け敏室

!

i

f

i

L

 

j

!

j

A

I土
喜

一量で九九月のf町一I一
O

二2・
o

j
f
i
z
z
-
v
j
i
 

i
1
;
;
z
i岡
E
z

j

i

-

-

5

1虚

空

g
u
E
E
;
E
E
奇
&

ニ
主
吋

H
a
z
-
-
=
I
I
S
E

A
t
-
-
A主
主
主

At・

T
w
i
l
l
i
-

-
p
-
i
z
 

l
 

t
f
!
I
2
2
1
2
 

2
2
j
i
--
1
3
5
 

i
;
品
会
Z
S
i
k

-

-

s

j

 

2

=

;

《量きE.T揖

;'tiihλtf，u1M1i《EaiE
目
官i僧

臨j
1貧
i
f
t
i
;
i

i
.
!
t
!
i
;
z
i俵区

E

宙

i
原

i
isi 

》

iHAS-E
』

E
S砲事
8

=λ"《SER
a

E
g
 
f
s
i会一

-Z
公

R""

V
型
字
化
"
《

8

・'vk

1
i
E
S
 

1
7
l
i
 

望
書

3
8

E
T
H
S
》
i

E
E
i
z
 

E 六時事，丸骨、+-Rで鎗
Rr

:
iagl品
事

1
5
5
s
 

路

公

周

号

』
凶
Z

児

齢

野

尻砲
3
健

同

:
t
i
t

i
-
-

によるaZ2・:

I

，

.
終
検
毎
卿
児
剛
慨
血
管

鍋量En'gRE

ztzeAzrz 

t
s
i
E
 

@'
EEで草草

:占
ly--

4一宮一回です例吉

弘

;
:
i
E
E

-
-
i
 

'
A周
忌

H

《本》""腿ば

-
月十二日E雪
五

日開
山一一仰

ftu--HE4 

?4・f?に
S

H
I
L
a
-
8
 

習

E
一

H
I

i
i
-

;
i
i
 

‘t‘Et
--

AE 


	宝蔵院流槍術　奈良へかえる
	四〇〇年ぶり！石田和外氏が秘技を直伝
	議長加藤氏　副議長岡崎氏　市議会、役員を改選
	重要課題へ精進　奈良市議会議長　加藤利和
	六月定例市議会
	今月下旬に実施　市政についての世論調査　回答は来月十日までに
	国民年金　今秋から引上げ　受給資格者は請求を
	人権は犯されていませんか　いつでも相談してください
	青少年土に生きる家
	土に親しみ、土に学び　集団生活の中に友情を育てる
	積極的な心の同和行政を　奈良市長　鍵田忠三郎
	隣保館活動　総合的なコミュニティーセンターへ
	差別をなくす月間にちなんで市民ぐるみで　部落差別をなくそう
	市民ぐるみで部落差別をなくそう
	社会同和教育推進協議会　同和教育の浸透と拡充をはかる体制
	市PＴA連合会　同和教育に積極的姿勢
	待望の「青年の家」　研修の場として着工
	固定資産税　都市計画税を減額　課税審議会の認定を受けてください
	大丈夫ですか？　お宅の電気器具
	水の犠牲を出さないように　「あぶない」と赤旗　川や池に八百本立てる
	五徳みそ　早起き講習会　26日から　朝涼しいうちに
	市民体育大会　水泳競技　8月22日に県営プール
	親子が仲よく絵を描く
	元気に参加しましょう　8月1日から青空ラジオ体操会

